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ケーキはダンボールで！どの木をえらぼうか？

みみずが土を良くする

������� ����� ������ �� ����� � �� ��������� ����� ������ �� ����� � �� ��

まちの保育園・こども園の一園目、「まちの保育園 小竹向原」が
2011年に開園してから丸14年が経ちました。
卒園児たちは小学校、中学校、高校、大学へと広がりつつあります。
まちの保育園・こども園では、園が卒園児にとっても、ご家族にとっても、
ほっとできる居場所であり続けられたらと思っています。

各園で、日常的に卒園児が園に立ち寄り、関わり続ける光景がみられ、
それは、在園児や地域にとっても良い影響があると考えています。

卒園児との関わりは、「まち」が子どもたちの中で
たしかに続いていくことを教えてくれます。
卒園や転園を経ても、長く、ゆるやかに繋がりあえるよう、
これからも卒園児とのコミュニティを温め続けていきたいと思います。

今回は、直近で10周年を迎えた「まちの保育園 吉祥寺」と
卒園児とのストーリーをお届けします。

「まちのなつやすみ」という
夏休み期間中の受け入れや、
「まちのおてつだい」といった
放課後の居場所としての
継続的な受け入れを行っています。

併設するカフェ
「まちの本とサンドイッチ」に
卒園児がふらりと顔を出す姿が
日常としてあり、ボランティアとして
お手伝いをする姿もみられます。

放課後に毎日のように
卒園児が訪れ、
宿題をしたり、
保護者の方と待ち合わせしたり、
ゆったりと園で過ごしています。

長期休み中に園に来て、
給食を一緒に食べたり、先生体験をしたり、
園庭整備を手伝ってくれたりと、
第三の居場所としての役割が
育まれています。

南青山園は2024年開園のため、
まだ卒園児がおりません。
これからのつながりが楽しみですね！

１０周年を迎え、
記念イベントを企画するにあたり
「吉祥寺園らしく、こどもたちの
やりたいことをやりたいね」
ということで、
卒園児たちと作戦会議を行うことに。

ひさしぶりの顔ぶれに、
懐かしい感情となんだか安心する気持ち。

早速、グループに分かれて
意見を出しあいました。

それぞれの年齢で、
出てくるアイデアもさまざま。

見ているだけで、もうワクワクします。

出てきたアイデアをまとめるために、
最年長の中学１年生グループが
リーダーになってくれました。
１０年前、吉祥寺園の開園時には
ねっこ組(2歳児クラス）だった子たちです。
大きくなっても保育園に来てくれたことに
感動するとともに、何度か集まって会議を
重ねるなかで、やっぱりこの子たちは
すごい！ と誇らしい気持ちになりました。

中学生チームは、幼児室に貼ってある、在園児が描いたまちの地図を見て
「そういえば、ここ行ったねー」「あーーー覚えてる覚えてる！」
「それでさ、焼き芋食べたよね！（園の薪ストーブで焼いた）」「食べた食べた！」
「帰りが遅くなってもう芋がないかと心配してたら
CC（園のコミュニティコーディネーター）が残しておいてくれたんだよー」
「屋上で野菜作ったよね」
「菌ちゃんだ！」
「生ごみから土作り！」
みんなと話していると、
思い出の断片がつながって、
当時のエピソードが溢れてきます。

そんな話をしているうち、
「焼き芋しよう！」「焼き芋パーティだ！」
「焼き芋でケーキ作りたいな」
「それでまた芋のごみで土作りをして
芋を植えたらまたお芋ができて、来年も食べられるよ」

前回集まったメンバーが、「スペシャルゲストを呼ぶからね」と
LINEで何やらやりとりを始め、新たなメンバーが2人加わりました。

懐かしい嬉しさと、恥ずかしい気持ちが入り混ざったような2人の様子。

「何しに来たかわかってんの？」
「もーふざけないでちゃんと考えてよ！」

なんて言われながらも、企画を考えてくれました。

先日の焼き芋パーティに加え、
新たに出た案が「植樹」でした。
生ごみから循環できる仕組みや、

身近に自然があることの良さを知っているからこそ、
出てきたアイディアなのではと感じました。

「チラシも必要じゃない？」
Googleドキュメントを使い、
ササッと作ってくれました。

学校、部活に習い事で大忙しの中、
土曜日なら集まれるよ！ とやる気満々の中１メンバー３名。

「焼き芋でケーキを作りたいな」
園の栄養士の先生に尋ねたところ、どうやら実現が難しそうです。
そこで、園にある素材を使ってケーキの形を表現することに！

1回目の作戦会議のとき
メンバーが描いていたケーキの絵をヒントに、
「１０周年だから１０段のケーキにしよう！」

「飾りも付けようよ」
園にあった輪重ねの玩具からも着想を得て、
「これを倍にしたら綺麗なケーキができるかも」

黄金比を導き出していました。

「あーー楽しくなってきた！」
形にしていくことを楽しんでいるみんな。

「僕のお父さんのお店にダンボールや梱包のやつがたくさんあるよ！
持ってきてもらおう！」とYくん。その場で電話してくれて、
１０分後にはお父様が車で運んできてくれました。

「ダンボール切るから、線引いてよ」
「わかった！」
コンパスがないからと、
キリと紐で手作りコンパスを作ったり、
手際良く楽しそうに進めていきました。

３人それぞれが、得意なことを
発揮しながら進めていく姿に、
保育園時代と変わらない
このクラスの良さを思い出しました。

燃え尽きすぎて、テンションが
おかしくなるほど楽しそうな3人！
しかし時間が足りず、残りは園の職員たち
が引き継いで完成させる事にしました。

植樹をする園庭を見て
「土が良くないといけないね」という話に。
Yくんが「みみずを放てば土を良くしてくれる！ 
井之頭小学校（吉祥寺園のすぐ近く、Yくんの
母校）のビオトープにうじゃうじゃいるよ。
環境委員だったから育ててた！」

校長先生にお願いして、夏休みのビオトープ
にお邪魔しました。Yくんの弟のKくん、
お母様も来てくださり、園長先生とひたすら
土を掘ってみみずを捕まえました。

せっかくなので、園の子どもたちにみみずのことを説明してもらいました。
「やさしく触ってね。水をたまに入れて。入れすぎると溺れちゃうからね」

ご多忙な古賀さんと、
文化祭実行委員でバタバタな
Aくんの予定をなんとか合わせ、
園で「植樹」についての
話し合いを行ないました。
園庭の現状、育てやすさなどを
配慮し、「サルスベリ」に決定！

みんなの意見を整理して実現できたこと、一人ひとりの経験が自信となっていること、そ
れを発揮できる・自分の意見を聞いてもらえる仲間がいること、何よりたのしそうなこと。
「もし家出したらここへ来よう」なんて声もあって、社会の中の保育園という場の役割を
改めて考えさせられました。いつでもウエルカム。いつでもほっとできる。思い出が詰ま
っている場所。吉祥寺園は、これからもここにあり続けなければ！ と強く思いました。

思い出の写真がたくさん飾られた園内。
園の薪ストーブを使った焼き芋パーティ、園内スタンプラリーをして盛り上がり、
ケーキは「みんなでつくるケーキ」として、木の実（園のお散歩先でこつこつ集めたもの）
や、ロスフラワーなど（近隣のお花屋さんにいただいた）を用意し、
参加者が好きなものを選んでデコレーションしました。

ねっこ組の時から植物が大好きなAくん。
当時と変わらず目をキラキラ輝かせながら
「植樹」について話し合いました。

どんな木がいいかな？
「常緑樹がいいんじゃないか」
「落葉樹だとみんなが遊べるよ」
「あー遊んだよね」「先生の掃除大変だけどね」
耐寒性や育てやすさ、あとは見た目もかわいいかどうか、
で候補をあげていきました。
かわいい花を見て盛り上がるAくんたち。
すぐに絵を描いてくれるIちゃん。
Aくんが表にまとめてくれました。

「いい事思いついた！ 木の周りに花を植えたら
小さい子でも楽しめるんじゃないかな？」
またまたアイデアが膨らんでいきます。
どれを植えるかは、造園家の古賀さん（卒園児のパパ）に
後日相談してみることにしました。

「焼き芋パーティー開催」
「記念樹を植える」
2つの計画を進めるうち、予算が心配になったみんな。
以前、小学校の環境委員になり、
校長先生から予算を取ったという経験のあるメンバーから、
「直接、代表にプレゼンしてみよう！」という提案が。

無事、予算がいただけたのでした。
（椅子を出したり、お茶菓子を準備して

接待も欠かしませんでした）

「芋っぽい太い字」で書いた、
看板の題字とともに。

プレゼンを終え、
「約束してほしい。
園の近くに来たら記念樹を見にきてね」
「はい！」
と握手をして交渉成立！

屋上を見たい！という中学生ふたり。
「ここで虫踏んじゃったよねー」

「えーよく覚えてるね」
「なんか畑が小さく感じるなぁ」

「無限に焼き芋できるよ」
「近くの小学校にも配れるん
じゃない？」
「先生たちも行事考えなくて
いいから楽だよ」
次々とイメージが膨らんで
いきました。

は つづいていく 卒園児と園の関係性

そして、いよいよ当日・・・！
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こどもたちの学びの物語り

をこ え き く
まちの保育園 六本木 ４・５歳児

虫へのまなざし
観察と表現
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であう、問いが生まれる

表現する

さらなる問い

観察する、発見する

大きな木の周りに、たくさんの虫を発見。Hさんは
長い枝を使い、高いところにある溝にも何かいるの
では？と突いてみる。Kさんは遠ざかって広い視野
で見ながら、どこに虫がいるかを指差しで伝える。

さらに、土粘土を使ってアイディアの展開が続きます。
紙に描いた子どもたちの発見は、
どのように土粘土で表現されるのでしょうか？

あらたな出会い

虫の気持ちを考える

この日出会ったのは、ミミズ。

さらに、てんとう虫の幼虫も
葉っぱの上で育っている様子を
見つけました。

前回生まれた、
葉っぱや木の役割についての
問いを深める気づきと
なりました。

Rさんの一言で、近くにあったベンチの日陰にそっとミミズを置きます。

ミミズと子どもたちの相互関係が
観察できた瞬間でした。

ミミズは伸びたり、縮んだり、丸くなったり……。
こどもたちの好奇心に応え、
ダンスしているかのように見えるほど。
かぜ組の子どもたちはミミズを囲み、
その動きを楽しむかのように大きな笑顔で、
拡大鏡を使って覗きます。

広場で出会ったダンゴムシ三匹。

デジタルマイクロスコープをつないだ
モニターで観察していたとき、
こどもたちが、
ダンゴムシたちの動きに合わせ、
ムシたちがそれぞれ今何を思っているのか、
感じているのか。
ボイスオーバーでナレーションを
していました。

手のひらの上のミミズが、
心地よく過ごせるように工夫します。

てんとう虫の本には、
「てんとう虫のいろいろ」という
ページがありました。

園のアトリエでも、
一匹のナミテントウから広がって
様々な視点や発見が
豊かに表現されました。

こどもたちと一緒に活動する、
保育者やアトリエリスタからもさまざまな問いが膨らみます。

指で潰した部分をなぞっていくと、しましまの模様になったり、
どんぐりを粘土の表面に載せるとナミテントウの斑点みたい。
触角は、枝を好きな長さに折って突き刺してみる。

てんとう虫はレンズの前から
いなくなったり、戻ってきたり。
しばらく観察していると、
その角度によって、
足の数がわかったり、
触角と足を見分けたることが
できたり、
肉眼では見えづらい部分も見る
ことができました。

朝読んだてんとう虫の本を思い出して、
もう一度開いてみます。

背中の斑点が２つある、
ナミテントウと照らし合わせます。
ナミテントウの実物と、
本の中のてんとう虫を見れば見るほど、
斑点はそれぞれの種類を
見分けるヒントになることに気づきました。
実は観察の前には、「てんとう虫の点の数が
歳の数なんだよ」と言っていた子もいました。

六本木園では、園全体で「自然と和」をテーマに、こどもたちの興味や問いを
出発点としながら、都会ならではのグリーンとの関わりや、
伝統行事・日本文化との出会い、地域コミュニティとのつながりを育んでいます。

今回ご紹介するのは、「自然の形に耳を傾ける」こどもたちの姿と、
そこから広がった発見や物語です（対象：4・5歳児 かぜ組・だいち組）。

特に焦点を当てたのは、園の目の前に広がる[けやき広場]で出会った虫たちと
の関わり。はじめは「近くで見たい」「捕まえたい」といった自分中心の関心から
スタートしましたが、やがてダンゴムシやてんとう虫などの“パートナー”たちの
気持ちや特性、生き方に目を向けるようになっていきました。

そのプロセスには、こどもたちの視点の変化と豊かな想像力が見てとれます。

「てんとう虫はなにを食べるの？」

「どんな葉っぱが好きかな？」

けやき広場でみんなで協力して
見つけたてんとう虫。
よく観察するために、少しの間
クラスルームに招待しました。
デジタルマイクロスコープ
（顕微鏡）で見てみると、
斑点の数が少ないことを発見！

「２つしか点がない！」

「あっ、これじゃん！」

「足は6本」 「足は２、２、２ってあるんだよ」
（体を囲むように）

（右2本は）「触角」
（左は）「体の部分」

「木の下に生えている草にくっついている
  黄色いものは卵かな？」

「斑点は何でつくろうか？」

「形はどう作ろう？」
「土と葉っぱで
  気持ちよくしてあげよう」

「ミミズをもっと動きやすいところに移動しよう！」

「触角は長いものがいるね。」

「うわっ、まるくなった！」

「のびてる！」

「ちぢんでる！」

「きみたち何をしてるんだ」 「ちょっとどいてよ～、
  前に行きたいんだよ。」

「お、重たいよ……」

「木や葉っぱなどの自然は、
  虫たちの生活にどのような役割があるのかな？」

「逃がしたてんとう虫はどこへ行くのかな？」

「どうしてナミテントウはけやき広場にいたの？
  どこから来たのだろう？」

毎日遊ぶ広場や公園でも、その日の子どもたちの気持ちや好奇心、友達や
大人との関わりによって、出会いや遊びの展開は少しずつ違ってきます。

“Less is more（少ないほど豊かである）”という言葉があるように、
出来事があふれる日々の中でほんの一場面に目を向けてみると、そこには
多様な表現や、心を動かす物語がたくさん実っていることに気づきます。

今回の「虫」をテーマにした活動でも、虫との出会いをきっかけに、
こどもたちの関係性が深まり、それぞれの役割を見つけながら
チームで協力する姿が見られました。
また、じっくり観察することで生まれた新たなアイディアや問い、
虫の気持ちや生き方にまで思いを巡らせるようになる姿も印象的です。

こどもたちのまなざしを通して見る、六本木の生き物たちの世界。
その変化に、私たちもワクワクしながら耳を傾けていきたいと思います。

文章：アトリエリスタ 江川シェリー



私たちの園や様々な場で、大切にされていることや文化、頻出する言葉たちを、辞典形式で
お届けするコーナー。 気になったところから、つまみ読みしていただきたい「読む辞典」として、
私たちの周りに「ねっこ」としてある言葉たちをご紹介します。 今回は、【まちの】スペシャル！
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木
上
原
園
に
あ
り
ま
す
。

【
ま
ち
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
】

実
践
の
共
有
、情
報
交
換
や
研
修
を
し
て
い
る
、

組
織
を
超
え
た
園
の
学
び
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
参
加
の
あ
る
、開
か

れ
た
場
で
す
。

【
ま
ち
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
】

あ
ま
り
一
斉
に
号
令
が
あ
っ
て
、こ
れ
こ
れ
こ
う

し
よ
う
み
た
い
な
こ
と
は
少
な
い
組
織
な
の
で
、

年
に
１
回
く
ら
い
、み
ん
な
で
顔
合
わ
せ
て
、

各
園
・
施
設
の
実
践
や
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
・

想
い
を
交
換
し
よ
う
と
い
っ
た
感
じ
の
場
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
や
文
化
が
違
う
こ
と
を
い
い

意
味
と
捉
え
な
が
ら
、同
じ
理
念
に
は
向
か
っ
て

い
ま
す
か
ら
、毎
年
の
研
究
の
テ
ー
マ
を
深
め
あ

う
こ
と
と
、園
・
施
設
横
断
で
繋
が
り
や
共
創

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の

後
の
懇
親
会（
自
由
参
加
）も
含
め
て
、自
分
た

ち
も
心
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
よ
う
な
場
で
す
。

顧
問
の
汐
見
稔
幸
先
生
、汐
見
和
恵
先
生
に
も

　

年
以
上
こ
の
場
を
ご
一
緒
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
れ
も
私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
と
共
有

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
の
ア
カ
デ
ミ
ー
】

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、ど
こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る

ゼ
ミ
形
式
の
研
修
シ
ス
テ
ム
。体
系
的
に
学
べ

る
研
修
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、参
加
者

自
身
が「
学
び
た
い
こ
と
」や「
深
め
た
い
テ
ー

マ
」を
提
案
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。園
の

枠
を
越
え
、対
話
を
通
じ
て
と
も
に
学
び
を

育
て
て
い
く
。そ
ん
な
、ひ
ら
か
れ
た
学
び
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
、参
加
者
と
と
も
に
場
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
の
】

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
登
場
す
る「
ま
ち
の
」と
は

「
ま
ち
」そ
の
も
の
が
主
語
に
な
っ
て
い
く
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。こ
こ

で
言
う「
ま
ち
」と
は
、行
政
上
の
地
名
や
建
物
の

集
積
を
指
す
の
で
は
な
く
、そ
の
土
地
に
根
ざ
す

人
々
の
営
み
、文
化
や
歴
史
、風
土
や
自
然
、生
態

系
ま
で
も
含
ん
だ
、関
係
性
の
ひ
と
ま
と
ま
り
と

し
て
の「
ま
ち
」で
す
。そ
れ
は
、誰
か
一
人
の
所
有

物
で
も
、特
定
の
組
織
の
管
理
下
に
あ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
は
、人
間
だ
け
の
も
の
で

も
な
い
と
考
え
る
視
点
も
こ
れ
か
ら
の
中
で
は

大
事
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。「
ま
ち
」を
わ
ざ
わ

ざ
主
語
に
す
る
の
は
、ま
ち
を
単
な
る
消
費
の
場

で
は
な
く
、す
で
に
完
成
さ
れ
た「
場
」と
し
て

で
も
な
く
、そ
こ
に
生
き
る
人
や
も
の
、自
然
や

出
来
事
が
互
い
に
響
き
合
い
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と

か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
く
、そ
ん
な
循
環
的
で

生
成
的
な
場
と
し
て
見
つ
め
直
し
た
い
か
ら
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
関
わ
り
、育
て
て
い
く

「
風
景
」と
し
て
の
ま
ち
を
考
え
て
続
け
て
い
き

た
い
か
ら
、と
も
言
え
ま
す
。私
た
ち
が
ま
ち
に

関
わ
る
な
か
で
感
じ
て
い
る
の
は
、大
き
な
シ
ス

テ
ム
の
な
か
で
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
、小
さ
な

声
や
、さ
さ
や
か
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
こ
そ
、何

か
、私
た
ち
が
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
詰
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
ま
ち
の
ね
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
何
を
す
る
に
し
て

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、特
に
私
た
ち
の
よ
う

な
子
ど
も
・
子
育
て
や
保
育
・
教
育
に
携
わ
っ
て
い

る
も
の
こ
そ
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
ね
」も
、そ
の
一
環
で
、広
報
部
が
中
心

と
な
り
様
々
な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
発
刊
さ
れ

て
い
ま
す
。ち
な
み
に
広
報
部
か
ら
は
、か
ね
て
よ

り「
名
前
に 

ま
ち
の 

が
つ
い
て
い
る
も
の
、多
す

ぎ
ま
せ
ん
か
？
」と
い
っ
た
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。今
号
で
は
、そ
れ
を
少
し
だ
け
整
理

で
き
て
個
人
的
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。と
は
い

え
、「
ま
ち
の
」に
関
わ
る
皆
さ
ま
へ
。こ
の
誌
面
の

都
合
上
、す
べ
て
の「
ま
ち
の
」を
掲
載
し
き
れ
な

か
っ
た
こ
と
、忸
怩
た
る
思
い
で
お
り
ま
す
。本

連
載
が
続
い
て
い
れ
ば
、２
周
目
以
降
の「
ま
」で

掲
載
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
ま
で
に
、さ
ら
に

「
ま
ち
の
」が
増
え
て
い
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
が
。

理想・現実・ホンネ

父親育児の
現在地

育児と仕事の両立。男女共の課題であり、依然として育児負担は女性に偏りがちです。一方、
男性の育休取得が推進されるなか、支援や理解は追いつけていない現状も。そんな前例の
ない「父親育児」を支援している団体「Daddy Support協会」の理事であり、第三子の育休
真っ只中でもある中西信介さんに、まちのね編集部から育児中の2人がお話を伺いました。

※今回、「男性視点・父親目線」でのお話を中心に伺うため、男女を比較する場面があったり、両親を「男女」前提とした表現が出てきますが、
　本記事の趣旨は「いま、男性に足りていない育児支援」であり、男女の性差や、同性カップルを否定するような意図はありません。

▲父子手帳。Daddy Support協会のHPから無料ダウンロードできる

▲月に一度開催している「パパば」。

▲父親が家事・育児をする時間を確保するには、仕事関連時間を
9.5時間以内にすることが必要。未就学児の子どもをもつ父親の69％
は「仕事関連時間」が10時間以上であり、12時間以上が36％と最多。
（出典：成育医療研究センター,2022）

お話／中西 信介さん 一般社団法人 Daddy Support協会理事

早稲田大学卒業後、国家公務員・豆腐の引き売り士など
を経て、都内を中心に保育園を運営する企業に勤務（保
育士資格取得）。育休経験を経て、父親を取り巻く課題に
関心を持つように。地元・東京都立川市で「パパママ子
育て応援部Hiタッチ!!」運営の他、育休＆共働きコミュ
ニティikumadoの仲間と『なぜパパは10日間の育休が取れ
ないのか』を執筆。NPO法人manmaの「家族留学プログ
ラム」受け入れ家庭。育児当事者/支援者の両面から、
企業や自治体での講演・ワークショップなどを行う。

中西 信介(なかにし・しんすけ)

3児の父/3年間の育休取得/

育業の名付け親

【
ま
ち
の
研
究
所
】

私
た
ち
は「
実
践
」「
共
創
」「
研
究
」の
循
環
か
ら

子
ど
も
の
環
境
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。（
↓【
研
究
】参
照
）。ま
ち
の

研
究
所
は「
共
創
部
門
」の
担
い
手
で
す
。今
は

大
き
く「
自
治
体
共
創
」「
子
ど
も
の
場
の
デ
ザ

イ
ン
共
創
」「
デ
ジ
タ
ル
共
創
」の
３
つ
の
軸
が
あ
る

と
言
え
ま
す
が
、社
会
や
組
織
の
動
き
と
呼
応
し

な
が
ら
、柔
軟
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
動
い
て
い
る

チ
ー
ム
で
も
あ
り
ま
す
。私
た
ち
の
中
で
、自
分
た

ち
の
経
験
の「
少
し
外
側
」と
の
接
点
を
ひ
ら
き
、

そ
の
意
義
を
耕
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

【
ま
ち
の
保
育
園
・こ
ど
も
園
】
ま
ち
の
ほ
い
く
え
ん
・

こ
ど
も
え
ん

ま
ち
の
ほ
い
く
え
ん
・
こ
ど
も
え
ん
の
ほ
い
く
き
ょ
う
い
く

ま
ち
の
け
ん
き
ゅ
う
じ
ょ

ま
ち
の
　
お
ち
ゃ
の
ま

【
ま
ち
の
保
育
園
・こ
ど
も
園
の
保
育
教
育
】

【
ま
ち
の
な
つ
や
す
み
】

ま
ち
の
保
育
園
の
軒
先
に
あ
る
カ
フ
ェ
。こ
れ
ま

で
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
度
々
ご
紹
介
し
て
来
ま
し

た
。（
↓【
カ
フ
ェ
】【
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
】【
パ
ー
ラ
ー
江

古
田
】参
照
）。ま
ち
の
パ
ー
ラ
ー
は
、店
主
の
原
田

さ
ん
は
ワ
イ
ン
の
お
店
も
お
持
ち
な
の
で
、ワ
イ
ン

も
と
て
も
美
味
し
い
。そ
し
て
、そ
れ
が
ま
た
、パ
ン

や
食
事
と
合
う
の
で
す
。ま
ち
の
本
と
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
は
、大
き
な
ま
ち
の
中
で
、駄
菓
子
の 

つ
り
あ
め

も
あ
る
よ
う
な
、素
朴
な
お
店
で
、放
課
後
の

子
ど
も
た
ち
の
溜
ま
り
場
的
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
家
ル
イ
ス・カ
ー
ン
は
、「『
測
れ
な
い
も
の
』を
、

『
測
れ
る
も
の
』を
通
し
て
、『
測
れ
な
い
も
の
』に

し
て
い
く
」と
語
っ
て
い
ま
す
。彼
に
と
っ
て
建
築

と
は
、土
地
の
気
配
や
依
頼
主
の
願
い
と
い
っ
た

「
測
れ
な
い
も
の
」を
感
知
し
、そ
れ
を
も
と
に
意
匠

を
図
面
に
落
と
し
た
り
、構
造
を
計
算
し
た
り
、

素
材
を
選
定
す
る
な
ど
と
い
っ
た「
測
れ
る
も
の
」

へ
と
変
換
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
プ
ロ
セ
ス

の
先
に
、人
の
心
を
深
く
動
か
す
よ
う
な「
測
れ

な
い
も
の
」が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
こ
と
、そ
れ
が

彼
が
考
え
る
建
築
の
あ
り
方
だ
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
探
究
に

お
い
て
、私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
も
、

ど
こ
か
重
な
り
ま
す
。子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
や
有
能
性
を
信
じ
、言
葉
に
な
ら
な
い
声

に
も
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
心
が

動
い
て
い
る
こ
と
、つ
ま
り「
測
れ
な
い
も
の
」か
ら
、

遊
び
や
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

で
す
が
、そ
れ
は
、子
ど
も
任
せ
の
放
任
と
は
異
な

り
ま
す
。そ
こ
に
は
、深
く
豊
か
な
学
び
が
生
ま

れ
る
よ
う
、私
た
ち
の
意
図
や
願
い
、発
達
や
個
性

に
即
し
た
配
慮
と
が
行
き
交
い
ま
す
。こ
の
あ

る
種「
測
れ
る
も
の
」と
の
往
復
を
通
し
て
、子
ど

も
と
共
に
、誰
も
答
え
を
知
ら
な
い「
問
い
」に

出
会
っ
た
り
、新
た
な
意
味
を
見
出
し
た
り
し
て

い
く
よ
う
な「
測
れ
な
い
も
の
」に
至
る
こ
と
。

実
際
に
、子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
力
で
私
た
ち
を

も
動
か
し
な
が
ら
、世
界
へ
と
飛
び
込
み
、私
た

ち
が
知
っ
て
い
た
は
ず
の
世
界
に
出
会
い
直
さ
せ

て
く
れ
る
よ
う
な
遊
び
・
探
究
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。だ
か
ら
、保
育
教
育
は
楽
し
い
の
で
す
。

������� ����� ������ �� ����� � �� ��������� ����� ������ �� ����� � �� ��

松本さんに聞いてみたいこと募集中 読者の方（職員の方も大歓迎）からの質問を募集しています。些細なことでも大丈夫です。どしどしお寄せください！

私たちはそれぞれ、年長

児・小１の子育て中です。日頃から、育児について

男性視点でのお話を聞ける機会が少ないので、今回

はいろいろと伺えたらと思います。はじめに、男性の

育休取得率って今かなり上がってきてるんですね。

そうなんです。2024 年度の

調査で、過去最高の40%を超えました（東京都単

体では 54.8%）。でも、取り組みだけが先行して、

まだまだ社会の理解とか、支援の体制が整ってい

ないんですよね。僕がこの団体を立ち上げた大き

なきっかけがまさにそれで、第一子が生まれた7年

前、1 年間の育休を取りました。でも当時、男性

で半年以上、長期の育休を取る人なんてほとんど

いないような状況。平日、子育て支援センターや

公園に出かけても、父親に会うことがまずありませ

ん。親子向けのイベントに行こうと思っても、どれ

も枕詞から母親向けのものばかり。「この社会は、

父親が一人で育児することを想定していないんだ

な」と痛感しました。

私
た
ち
が
運
営
す
る
保
育
園
・
こ
ど
も
園
。

「
ま
ち
の
」と
い
う
名
前
に
込
め
た
２
つ
の
想
い

が
あ
り
ま
す
。一
つ
は「
子
ど
も
の
学
び
・
育
ち

を 

ま
ち
全
体
で 

」と
い
う
も
の
。も
う
一
つ
は
、

「
園
・
学
校
が
担
っ
て
い
く『
ま
ち
づ
く
り
』の
可

能
性
」で
す
。こ
の
２
つ
の
視
点
を
交
差
さ
せ
な

が
ら
様
々
な
挑
戦
を
し
て
き
ま
し
た
。私
た
ち

の
組
織
に
は
、い
ま
、６
園
の「
ま
ち
の
保
育
園
・

こ
ど
も
園
」が
あ
り
、各
園
が
子
ど
も
た
ち
、保

護
者
、地
域
、関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
の

参
加
、そ
し
て
園
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、そ
の
地

域
な
ら
で
は
の
園
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

く
、有
り
難
く
思
い
な
が
ら
、私
も
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
ち
の
保
育
園
が
で
き
て

か
ら　

年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
が
、変
化
の
時
代

に
あ
っ
て
、大
き
く
そ
の
あ
り
方
の
変
化
も
問
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、色
々
と
や
っ
て
い

ま
し
た
ら「
実
践
」「
共
創
」「
研
究
」の
循
環

（
↓
ま
ち
の
ね
の
ね【
研
究
】参
照
）か
ら
、実
践

を
深
め
て
い
く
生
態
系
的
な
や
り
方
に
行
き
着

い
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、い
つ
も
、私
た
ち

の
出
発
点
で
あ
り
、た
ど
り
着
く
先
と
言
え
る

の
は
、園
の
子
ど
も
た
ち
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、そ
し

て 

ま
ち 

の
た
め
に
あ
る
こ
と
で
し
て
、そ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
た
め
に
、共
創
に
も
研
究

に
も
血
が
通
っ
て
い
く
感
覚
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、特
定
の
誰
か
に
向
け
た
言
葉
が
、広
く

人
の
心
を
打
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

「
宛
先
」が
あ
る
こ
と
は
、何
か
を
生
み
育
て
て

い
く
時
に
大
事
な
の
だ
な
と
、少
し
だ
け
時
間

を
重
ね
て
来
る
こ
と
が
で
き
て
、感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

卒
園
児
が
夏
休
み
の
あ
い
だ
、園
に
遊
び
に
来
た

り
、保
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
、何
か
園

の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
く
れ
た
り
す
る
こ
と
。

各
園
様
々
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

【
ま
ち
の
パ
ー
ラ
ー
と
、ま
ち
の
本
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
】

＊
今
号
で
は「
ま
」の
行
を
書
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
、ど
こ
を
掘
っ
て
も「
ま
ち
の
○
○
」に
出
会

う
ん
で
す
ね
。書
い
て
み
ま
し
た
ら
、「
ま
」の
行

ど
こ
ろ
か「
ま
ち
の
」だ
け
で
誌
面
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。と
い
う
わ
け
で
今
回

は「
ま
ち
の
」特
集
で
す
。

まちのね編集部（以下、ま）

たしかにそう考えると、女性・母親向けの支援
は「すべきもの」にはなってきましたよね。
ま

とはいえ女性からすると、「母親は子どもを優先

するのが当然」と思われているし、働き方も変え

ざるを得ません。我慢も妥協もたくさんしている

女性は多いように感じます……。

真面目で頑張りたいお父さんほど、苦しんでいる

と思います。

ま

育児のモヤモヤをパートナーに向けるのでは

なく、外にひらいていく。これは育児のみにとどま

らず、さまざまな課題に共通する大きなヒントを

もらった気がします。

中西さん、本日はありがとうございました！

ま

まさにその通りだとは思うんですけど、うち

の夫は参加するかなあ……（笑）

ま

先ほど「家庭内で解決できる問題ではない」と

いう言葉もありましたが、育児中だと、パートナー

と話し合いや対話ができる状況じゃない人も多い

と思います。自治体の支援や友人との会話の他

に、どんな方法があると考えていますか？

ま

実は、はじめのきっかけは女性側がつくってく

ださることが多くて。お父さんが 1 対 1 で乳児と

過ごすことは難しくても、ここなら支援スタッフが

いて、父親仲間もいて、カフェもある環境なので、

安心して送り出せるんじゃないでしょうか。お父さ

んたちも、それ以降は自主的に参加してくださった

り、その場でパパ友ができて、会のあとに一緒に

ランチしている様子も見かけます。あとは渋谷の

ど真ん中、という立地の良さもあるのかも。何かの

ついでに立ち寄ることもできますし、その間お母さん

たちは街で買い物をしたり、美容院に行けたりな

ど、一人時間を持つこともできているようです。

ま

たしかに子どもができてから、近所のお祭りや

公共施設などを訪ねる機会が増えました。それと

先ほどの「保育園コミュニティ」でいうと、園えらび

の際、“自分の価値観に合っているか、気の合う大人

（保育者や保護者）が居そうかどうか ”というのも

実は大事だったんだと今になって思います。

ま

悩みがわからないと、対処しようがないですもんね。

具体的にはどんなことに困っているのでしょうか？

ま

だからこそ、自治体と一緒に父親支援を考えて

いるわけですね。これは女性視点かもしれませんが、

尽きない悩みはあれど、それを友達同士で言い合っ

たりして、共感したり、慰め合えるシチュエーショ

ンが結構あるように思います。男性はどうなんで

しょうか？

ま

いざ産まれてからのギャップも大きいし、思い

描いていた「良いパパ像」になれないもどかしさ

もあるのかもしれませんね。

ま

そうですね。今後、父親の育児参加がもっと増

えていくであろうなかで、父親の孤立は大きな課題

になると思ったんです。「Daddy Support 協会」は

男性3名で立ち上げたのですが、そのうち 1人は、

産婦人科医と産業医を兼務しています。産婦人科

では「父親って（妊娠・出産について）全然わかっ

てないな」と感じていたのに、産業医の立場から

働く父親たちを見ると、仕事もフルコミットしつ

つ、家庭と両立できずに悩んでいる、ということ

に直面しました。

もう 1 人のメンバーは、子どもが産まれたあと、

うつを発症しました。第二子出産のタイミングで

起業・移住などが重なったことで、突然の環境の

変化についていけず、メンタル不調に陥りました。

責任感が強く、「仕事も頑張り、妻・家族のことを

支えたい」そんな想いから一人で抱え込んでしまっ

たことが原因です。こうした背景から団体を立ち

上げた僕たちは、産前からの父親向けの啓発活動

だったり、企業側や、支援者・専門家、社会の受

け止め方を変えていかなきゃと思っています。は

じめに作った「父子手帳」がその象徴で、父親向

けに、妊娠期の理解を深めることと、父親が準備

できることを目的とした冊子にしました。その後

は自治体といっしょに、0～2 歳児の父親が何に

困ってるのか、アンケートをとりました。実は、

これまでそういったデータは全くなかったんです。

中

男性であっても、本当は時短勤務にしてもいい

し、転職してリモート主体にして、キャリアを維持

することもできるはずなんです。先に女性がぶつ

かっていた壁があって、いま少しずつ乗り越えよう

としているところに、今度は男性がぶつかっていま

す。でも、前例がないから、前時代的な働き方を

脱することができないんですよね。

中

「依存先を増やす、居場所を増やす」。家庭と

仕事以外のコミュニティを持てるといいと思いま

す。特に、地域に根づいたものですね。まずは身

近な、保育園での活動だったり。そこで役割がで

きたり、肩の力が抜けたりすることもあるはず。

家庭にもよい循環が巡ってくると思います。

中

活動の内容にもよると思います。「みんなでお話

しよう」とかだと男性は参加しにくいんですよね。

それよりも、「壁塗りを手伝ってください」「何々を

一緒に作りましょう」と具体的な目的を設定する

と、途端にやる気を出してくれたり（笑）。ところで、

coしぶや（渋谷区神南ネウボラ子育て支援センター、

まちの研究所運営）の父親向けの会「パパば」の

参加者が多いの

はなぜですか？

普通、父親だけだ

となかなか人が

集まらないものな

んですけど……。

中

核家族化が進む現代において、「家庭をひらき、

こどもを共同保育する」という考え方も大事です。

近年、経営学でも大事とされている「個人内多様性

（イントラパーソナル・ダイバーシティ）」を醸成

中

こどもが過ごす場所だけど、同時に保護者も

毎日通って関わる場所なんですよね。いかに参加

する場のあり方が多様であるか、いろんな関わり

方ができるかというのは大事な視点です。

あとは社会学的な見地からも言われていますが、

この社会の中で育つ過程で、「男性らしさ」に縛ら

れて、弱音を言ったり、周りを頼れないというの

は無意識に刷り込まれてしまってるんですね。

だから、男性自身がそれを自覚することと、周囲

もそれをサポートできるといいなと思います。

すること。家庭の自分、仕事の自分、地域市民と

しての自分、自分が自分でいられる場所をみつけ

る、つくる。こどもがいるからこそ、繋がれる場

所もありますよね。

中

現代の父たちって、やる気はメッチャあるんです。

子育ても、仕事も頑張りたい。でも多くの人が、両立

支援が男性に向けられていないなか、仕事の合間で

家のことをやろうとしても、すでに子ども最優先

で動いている妻の前では二番手になってしまうし、

よかれと思ってやったことが裏目に出てパート

ナーに怒られたり。でもそれってもはや、家庭内

で解決できる問題ではないんですよね。

中

多くの父親は、悩みを一人で抱え込んでしまい

がちです。吐き出せる場所が無いんですよね。

中

「ロールモデルの不存在」とも言われています。

そもそも、母親の在り方だって多様なんですよね。

なのに、現代の「いい父親像」は、仕事は産前の

まま頑張り、プラスで育児もやってます、という

イメージ。キャパは変わっていないのに、タスク

が増えすぎてキャパオーバーになってしまう。

中

中西さん（以下、中）
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ま
ち
の
　
こ
ど
も

ざ
い
だ
ん

【
ま
ち
の
こ
ど
も
財
団
】

た
ま
た
ま
の
こ
と
で
す
が
、私
た
ち
の
と
こ
ろ

か
ら
５
年
に
一
度
、大
切
な
組
織
が
生
ま
れ
て

来
て
い
ま
す
。2010

年
に
ま
ち
の
保
育
園
・

こ
ど
も
園
を
運
営
す
る
組
織
が
生
ま
れ
、

2015

年
に
私
た
ち
の
共
創
部
門
で
あ
る「
ま
ち

の
研
究
所
」が
生
ま
れ
、2020

年
に
は
レ
ッ
ジ
ョ・

エ
ミ
リ
ア
の
日
本
の
代
表
窓
口
のJIR

E
A

が

生
ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
、2025

年
に

公
益
財
団
法
人
ま
ち
の
こ
ど
も
財
団
が
生
ま

れ
ま
し
た
。ま
ち
の
こ
ど
も
財
団
は「
創
造
性

と
探
究
」を
テ
ー
マ
に
、園
や
学
校
、研
究
に

助
成
す
る
公
共
事
業
活
動
を
メ
イ
ン
と
し
て

創
設
さ
れ
た
財
団
で
す
。

「
子
ど
も
の
た
め
の
循
環
を
社
会
と
、創
造
的

に
」。詳
し
く
は
当
誌
な
ど
で
改
め
て
お
知
ら

せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、変
わ
り
ゆ
く
社
会

の
中
で
、子
ど
も
の
環
境
の
た
め
に
、長
期
的

な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
！

ま



（アトリエリスタ）

（マネージャー）

（利用された保護者の方から）

「ある日、土粘土を一生懸命ずっとこねていた
お子さん。その隣で、お母さんがずっとにこにこ
しながら見守っていました。『初めて触ったとき
は、土粘土が手につくのが嫌で泣いていたん
です』。そうか、その子にとっては「触れていること」

ま
ち
の
研
究
所
の

まざ
り
あ
う

リゾナーレ大阪
リゾナーレ大阪

V O L . 4
2022年冬に開業した、大阪・南港エリアに位置するホテル

「リゾナーレ大阪」。

その最上階（28F）に誕生したのが、日本最大級のアトリエ。

星野リゾートとまちの研究所が協働で運営を行なっています。

共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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公益財団法人まちのこども財団がスタートしまし

た。（経緯などは、「まちのねのね」もご参照くださ

い）財団では、9月8日より全国の園・施設が取

り組む「探究的で創造性あふれる学びを支える

環境づくり」を応援する「創造的探究助成金」の

募集を開始します。また、9月9日には募集説明

会を開催予定です。詳細は、近日中に当財団の

ホームページで公開予定です。

8月26日（火）19時〜21時

まちのこども園 代々木公園

まちの保育園・こども園では、主任・副主任・副

園長・クラスリーダーなど、現場を支える皆さん

とともに「よりよい園づくり・組織づくり」を考える

セミナーを開催します。

前半は、理念の浸透や職員の学びの仕組みづ

くり、小グループ活動の工夫など、私たちの園で

の実践をご紹介。後半は、参加者同士が語り合

い、自園に持ち帰れるアイデアを探す時間です。

日々の悩みや工夫を分かち合いながら、これか

らの保育や園のあり方を一緒に考えませんか？

代表の松本も登壇予定です。皆さまのご参加を

お待ちしています！ （申込締切：8月24日）

「まちのこども財団」
設立のおしらせ

まちの研究所運営のクリエイティブラーニング

スクール「レンズ」が入居する、東京都世田谷区

の旧池尻中学校の跡地を活用した新施設

「HOME/WORK VILLAGE」（ホームワークヴィ

レッジ）が7月24日にグランドオープンを迎えま

した！　レンズでは引き続きスクール生を募集し

ています。詳しくはホームページをご覧ください。

HOME/WORK VILLAGE
グランドオープン

保育園ミドルマネジメント層向け
トークイベントを行います

渋谷区神南ネウボラ子育て支援センター

「coしぶや」では、9月1日まで、こどももおとな

も楽しめる、ちょっと特別な企画が盛りだくさん

の「coの夏をたのしもう」を開催中です。詳しく

はc oしぶやインスタグラムをご覧ください。
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発行日／2025年 8月15日　発行元／ナチュラルスマイルジャパン株式会社、まちの研究所株式会社　企画・編集／まちの保育園・こども園、まちの研究所 広報部　カバー写真／大畑陽子、まちの保育園 吉祥寺 職員　 誌面デザイン／大和桂子

あとがき
「まちのね」第四号、最後までお読みいただきありがとうございます。

保育園・こども園を卒園したあと、

こどもたちはそれぞれの場所で、さまざまな出会いがあるでしょう。

そんなとき、ふと立ち止まれたり、帰ってこられる場のひとつとして、

園があり続けられたらいいなと思うのと同時に、その先もサポートできるような

かたちをこれからも模索し、文化を耕し続けていきたいと思います。

まちのコミュニティに出会ってくださった皆さんに、改めて大きな感謝を。

本誌にご協力いただいたみなさまも、ありがとうございました！

●「まちのね」をうちに置いてもいいよ！

    という方がおられましたら、

    ぜひご連絡ください。

本誌に関するお問い合わせ： ����������������� ��

� ��������

� � � ����� � ��

次 回 開 催 ： 9月27日（土）

まちの研究所では、森ビル株式会社さんと共催

で、レッジョ・エミリア・アプローチからインスパ

イアされた屋外アトリエワークショップを、月に

一度、港区の麻布台ヒルズにて開催しています。

ぜひ遊びにきてください！ 

（雨天の場合は翌28日に延期）

「FAMILY GREEN アトリエ」
 麻布台ヒルズで毎月開催中

HOME
WORK
VILLAGE
HP

レンズ
HP

まちのこども財団
HP

Instagram

Instagram

まちの保育園・
こども園

まちの研究所

HP

Instagram

HP

note

「教わる」ではなく「出会う」場所

地域や歴史に親しみを持てるように

大阪湾を望むガラス張りの開放的な空間で、

こどもたちが自然や季節と出会い、自由に表現

を楽しめる場所。レッジョ・エミリア・アプローチ

にインスパイアされた本アトリエの大きな特徴

は、何かを“教える”のではなく、こどもが環境に

“出会う”ことを大切にしている点です。さらに、

創造活動の専門家である「アトリエリスタ」が

常駐し、こどもたちの活動に寄り添います。

アトリエ内には、既成の玩具はありません。光、

色、描くこと、造形や感触、自然物や人工物など、

さまざまなマテリアル（素材）を用意。それらとの

「出会い方」にも配慮したレイアウト、そこから

生まれる多様な表現をさらに広げる／探究を

深められる環境をととのえています。普段触れる

機会の少ない、OHPやライトテーブル、デジタル

顕微鏡などの電子ツールも準備し、こどもたち

の興味や好奇心、創造力をかき立てます。

あるとき、「うちの子は落ち着きがないから、1時
間も持たないと思う」とプロジェクトへの参加を
遠慮された保護者の方がいらっしゃいました。
そのお子さんがアトリエで過ごしている姿を見
ていたアトリエリスタが、その子の活動の様子と
プロジェクトの内容を合わせた説明を、保護者
の方にお伝えして参加していただきました。する
と、そのお子さんは1時間じっくり集中して取り
組んでおり、活動のなかでお話もたくさんしてく
れました。その様子を書き留めて保護者の方に
共有したところ、とても喜んでいただけました。

「うちの子にこんな一面があったんだ！ 実はこう
いうことが好きなんだ、こんな物を使って遊べる
んだ。という驚きや発見がありました」

「これ（素材や道具）ってどこで手に入ります
か？ せっかく集中しているので、家でも続きを
させてあげたくて」

「親自身も学びになる、いい機会となりました」

どんなお子さんでも楽しめる場所を目指して

「人」も、環境の大事な要素

大人も「あたらしい視点」に出会える

リゾナーレ大阪の宿泊料金にアトリエの利用料も

含まれているので、0～12歳のお子さんであれば

追加料金などなく利用することができます。特に

3歳以上のお子さんは「プロジェクト」といって、

保護者と離れ、こどもたちだけ（最大8名まで同時

参加）の1時間の探究プログラムに参加するこ

とができ、これを目がけていらっしゃる方も多く

みられます。プロジェクト活動後には、写真付き

の「ドキュメンテーションカード」のお渡しととも

に、保護者の方へ15分ほどの振り返りをお伝え

する時間を設けています。

アトリエリスタ、アトリエスタッフは、そんなふうに

こどもたち一人ひとりの活動に寄り添う存在です。

お子さんの様子を見ながら、「こんな出会いが

あるともっと探究が深まりそう」だとか、その子の

気づきやひらめき、ふとすると見落としてしまうよ

うな言動を拾って活動を広げていきます。お子さ

んのタイプや年齢によっては、保護者の方と一緒

に過ごすほうが安心な場合もあるため、そのと

きは直接関わらず、保護者の方にそっと提案し

たりすることもあります。また、プロジェクトに参加

する際のフォームに、スタッフに伝えておきた

いことを保護者の方に書いていただく欄があり

ます。スタッフはそれを事前に確認した上で、

その子に合わせてサポートをするなど、臨機応変

に対応しています。最近では、大阪万博が開催

中ということもあり、海外のお客様も多くいらっ

しゃいます。基本は日本語対応のプロジェクト

ではありますが、英語が話せるスタッフもおり、

可能なかぎり英語対応も行っています。

一期一会の場所だからこそ、はじめて出会った

こども同士の関係性、他の子と活動がつながり、

協働する瞬間にスタッフ自身もいつもワクワク

しています。

の開発中のIoT照明機器を使った光のプロジェ

クトの共同開催、吉本興業のアーティスト芸人

さんがアーティストインレジデンスとして一定

期間アトリエに滞在し、こどもたちと交流しなが

ら作品づくりを行うなど、さまざまなゲスト企画

やコラボレーションも行なっています。またホテ

ル内には、ネット遊具や壁のキャンバスなどが

ある客室や、屋内外のプール、レストラン、スパ

やクラブラウンジ（予約制）など、大人も子ども

も楽しめる施設がたくさん。館内で完結できます

ので、天候を気にせず、乳幼児連れの方にも

安心してご利用いただけます。

こどもも大人も、ともに「気づき」や「新しい視点」

に出会える空間。旅先だからこそ、日常から離れ、

リラックスした空間で、感覚に集中できるのかも

しれません。スタッフも日々、こどもたちの姿に

刺激を受け、日常の感覚が研ぎ澄まされていくと

語ります。アトリエは、滞在中何度でも利用でき

ますので、お子さんのレジャーとしても、レッジョ・

エミリア・アプローチに触れる場としても、ぜひ

気軽に訪れていただけたら嬉しいです。

そのほか、古楽器を

使った楽団「ロバの

音楽座」による夜の

音楽会、パナソニック

この土地ならではの取り組みとして、周辺の企業

に提供いただいた余剰素材や廃材をギャラリー

に展示したり、マテリアルとして活用したり、地域

の職人さんによる手仕事・匠の技が身近に感じ

られるような工夫も行なっています。昔ながらの

製法で作られたお弁当箱を、見立て遊びができ

る素材の置いてあるエリアに配置したり、染め物

職人によるベンガラ染めのワークショップなど、

空間や遊びのなかで、自然と出会えることを意識

しています。また、大きな窓から見える広い空、海、

港の風景。貨物、大きな船やトラック、カラフルな

電車・ニュートラムなど、立地を活かしたこの景色

も、創作の刺激となっています。

大阪府大阪市住之江区南港北1丁目13-11

●JR大阪駅より無料シャトルバスで約25分

アトリエ利用時間／13:00～18:15、翌9:00～12:00
対象年齢／0歳～12歳　プロジェクト（予約制）／3～12歳

そのものが、すごいことなんだと。ここで出会うま
でのストーリー、背景があることを改めて感じる
とともに、こんなに特別な、貴重な瞬間に立ち会
えているんだ！ という喜びがありました。

現地 / オンライン 同時開催

「coの夏をたのしもう」開催中！


